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訳者あとがき（抜粋）から 

                                                           ・・・戦後生まれた我々にとって、このように熾烈で波

乱に満ちた人生を生き抜いた一人の建築家の存在は、

奇跡に映る。本文中に登場するル・コルビュジエを初め、

数多の人々の生き様と、建築や都市や住まいの理念や

実態との関係性が、著者の足跡の大きさをさらに増幅

する。・・・そして今も世界の各地で直面する理不尽な

状況の連鎖を思うにつけ、本書をぜひ多くの人々に読

んでもらいたいと願うものである。 

2018 年8月 横浜にて 岩村和夫 
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設計同人AG5」設立。1980年帰国し、東京で「岩村アトリエ」主宰。1998

年武蔵工業大学環境情報学部教授を経て、2011年改称を機に創設された
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建築学会、国際建築家連合（UIA）等の役員を歴任し、環境に配慮した建
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ジョルジュ・キャン

ディリスは 1913 年

にバクーで生まれ

た。アテネで建築を

学び、ル・コルビュジ

ェに師事し、CIAM（現

代建築国際会議）や

TEAM X に参加しなが

ら、膨大な数の住宅・

都市デザインを手掛

け、世界の建築家に

影響を与えた。ジャーナリストのミッシェル・ルフ

ェーブルに語った自らの足跡は自伝として編纂さ

れ、1977 年に出版された。その後絶版となったが

2012年に再版された。そしてオリエントから西欧へ、

レジスタンスから教育へ、20 世紀の大規模な戦いか

ら共に生きる困難な術に関する思索へと、今なお私

たちを導いてくれる。 
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